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一般会計予算歳出の内訳
■総務費　22億109万3,000円
地域振興や交通対策、防災・防犯対策、消費者保護にかかる費用です。
■民生費　76億4767万5,000円
（児童福祉費）子ども手当や乳幼児医療費、保育所・児童館の運営など主に子育てにかか
る費用です。（児童福祉費）高齢者福祉や障がい者福祉、生活保護、国民健康保険会計や介護保険会計への繰出金など主に社会保障にかかる費用です。（社会福祉費）高齢者福祉や障害者福祉、生活保護、国民健康保険会計や介護保険会計への繰り出しなど社会保障に係る費用です。
■衛生費　19億9424万1,000円
健康増進や環境対策、ごみ収集・処理にかかる費用です。
■労働費　　　1億4068万円
■農林水産業費　8億8048万8,000円
農業・林業振興にかかる費用です。
■商工費　14億5493万5,000円
商店街や企業の育成、観光の振興にかかる費用です。
■土木費　1８億８３７6万円
道路や公園、市営住宅などの整備･維持管理、除雪などにかかる費用です。
■消防費　7億8848万8,000円

消防や救急にかかる費用です。
■教育費　22億793万9,000円

小・中学校および幼稚園の管理運営、生涯学習や文化・スポーツ振興にかかる費用です。
■災害復旧費　105万円
■公債費　31億1015万8,000円

市債（借金）の返済にかかる費用です。
■議会費　2億2449万3,000円
■予備費　2,000万円
　　　裏面へ　↓
	■3月議会で行った質問とその答弁要旨

　行財政改革プログラムの改定について
Q　市でなければできない公共サービスの提供に重点を置くとは、具体的にどのように進めるのか。
A 市長　経済情勢、社会情勢とも変革の激しい中では、まだまだ多くの行政需要の高まりや行政サービスが多岐にわたると考えられる。
今後、地域主権国家の方向性で、新しい公共というような概念が出てきた。個人で出来ることは個人で、地域で出来ることは地域で、それでも出来ない場合は、行政というすみ分けをはっきりさせ、その中で担い手がどうあるべきか、公共のサービスを質、量ともに確保していくことだと思っている。
Q　市民運動、ＮＰＯの事業など、公共の担い手として、どう把握しているのか。
A　理事者　本市は県下に自慢できる市民活動の活発な市だと思っている。うるしの里会館の喫茶「椀椀」や嚮陽会館の「ここる」がコミュニティビジネスとして活躍している。子育てサポートの会やアートキャンプなどは国からも大きな評価を得ている。行政としては、うまく協働し合うことから、知り得る情報は把握し、職員が現場に出てサポートするなり、モニタリングの中で把握していく。
Q　これまで以上に行政側に専門性が問われると思うが。
A 理事者　これまでのような総合型からスペシャリスト、専門性のある職員を育てる研修についても検討したい。
Q　臨時職員の待遇については、職責に見合ったものに改善するよう要望する。
A　理事者　職員サイド、納税者サイドの両面から見て、臨時職員の待遇をよりよいものにしていきたい。
Q　子どもから大人まで親しまれる広報づくりが大事だと思うが、広報さばえが月１回の発行となって、役割を果たせるのか。
A 市　長　紙媒体は経費や人件費がかかる。広報のキッズ版発行については難しいが、広報サポーター制度については検討したい。
Q　情報の多くを担うことになる市の公式ホームページのリニューアルは。フリースポットの充実は。
A　理事者　今のホームページのシステムは５年前のもので、運用面でも障害があるため、少額な予算ではあるが、より使い勝手のよいものにしていく。
また、市民ホールの一角にフリースポットを設置し、無線でインターネット接続が出来るようにする。食堂や文化の館などさらに利用できるところを拡充していく。
■６月議会で行った質問とその答弁要旨

「人のふえるまちづくり」について
Q　市の人口が増えていることは自慢できることですが、将来の人口の推移を増加率と年少人口の推移からどのように捉えられているか。
A 理事者　人口推計では、本年をピークに総人口は、平成27年には6万7681人32年には6万7150人と微減していく傾向にあり、年少人口も平成27年には、1万3人、32年には9309人と徐々に減少していくと予想される。
幸いにも本市も含む子育て支援施策効果か、県においては合計特殊出生率が1･55と昨年より0･01ポイント上がっておりますが、依然少子高齢化、人口減少は例外なく進展していくと考える。
子育て、人のふえるまちづくりに全庁横断的に取組んでいく。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
Q  年少人口の減少は、この後生産人口の落ち込みになり、産業構造にも大きな影響が出てくる。
ところで、公共サービス・下水道使用料金改定検討が始まったが、財政状況は。　　　
A　理事者　21年度末見込みで、公共下水道事業の起債残高249億円、農業集落排水事業で約33億9000万円合計283億円、一般会計の市債残高の約288億6000万円に匹敵する。
平成19年度から公的資金の繰り上げ償還を行っているが、高金利のものが多く一日あたりの利息が約139万円。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　次面へ
今後は、整備計画区域内の未整備地区の接続率の確約、合併処理浄化槽の設置補助制度の活用等も図り，起債発行額の抑制、接続率の向上や維持管理費の削減を積極的に推進して、起債残高の削減に早急に取り組む必要があると考える。　

Q 下水道使用料金改定に当たり、洗濯モノなどで水道使用も多い子育て世代を視野に入れたサービスを要望しておく。
さて、若者の就職・雇用の場、Ｕターン人材確保は。　　
A 理事者　地場産業の振興の観点からも次代を担う学生に地元企業の魅力を知ってもらい、人材確保に努めるために、去る五月福井工業大学、鯖江商工会議所、鯖江市の三者総合連携事業で、鯖江地区企業合同説明会を実施。
また就業体験・インターンシップ体験受け入れの調整作業も進めている。雇用の安定と質の向上は、市・県においても重要な課題で、Ｕターン促進のためネットでの福井県若者就職ナビ「働くなら福井」を開設発信している。

Q　不作地の利活用に都会からの新規就農は。
A 理事者　農地法等に即した農地利用関係を調整すると同時に、４月新設の特産づくり応援室において、農業公社の事業展開も含め都市と農村との交流を模索したい。
Q　市民主役の「新しい公共」の支援体制は。
A 理事者　公民館におきまして、まちづくりにかかわる人材の育成を図ること、地域のさまざまな団体間のコーディネート機能、まちづくりの拠点としての機能などの役割を担い、市民協働課と生涯学習課が連携していくことが必要と考えている。

Q 全庁横断的に取り組む、市長の考えは。
A　市長　第５次総合計画の大きな柱が、鯖江ブランドと人のふえるまちづくり、そのために、全庁体制でやっていく。
もう一つ、安心して産み育てる環境・周産期医療の充実ということで、丹南病院の整備を大きな問題と考えている。


　議員活動・視察研修等 (3月～7月・主なもの) 
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鯖江市議会議員木村愛子（志鯖同友会）


活動のニュース　第10号　：発行2010・7･20


　　　　　　　　　　　電話65-1833　ホームページ・愛子ネット　http://aikonet.mitelog.jp/





市民の皆様とともに、「安全安心な、ものづくりのまち、子どもたちの将来に、ゆめの広がる鯖江のまちづくり」に、生活者の視点で、現場主義でがんばっています。


３月、６月の定例議会の内容と木村の一般質問をダイジェストでお知らせします。


3月議会


本年4月からの鯖江市の予算が決まり、事業がすでにスタートしていますが、主なところを説明させていただきます。


一般会計の予算額は、225億5,500万円となり、昨年の当初予算に比べ３億1,800万円、率にして1.4％の増加となりました。


　子ども手当が創設されたことにより約９億円増加したことや、みのり保育所と豊幼稚園の整備費として合わせて２億8,900万円を計上したこと、また緊急雇用対策として約５億1,600万円を計上したことが増加の要因です。


　長引く景気の低迷により市税収入が減少するなど、依然として一般財源の確保が厳しい状況において、今後予定している豊小学校の改築などの多額の財政需要に備えるため、今年度は基金を取り崩すことなく、限られた財源の中で目一杯の予算編成が行われました。平成22年度末の基金残高の見込みは、財政調整基金11億4,070万円、減債基金3億9,460万円であり、合計15億3,530万円となります。これを市民１人当たりで（貯金）みると、約22,350円。


　また、臨時財政対策債を除いた市債の発行額を7億7,030万円に抑制し、平成22年度末の一般会計における市債残高の見込みは、約282億2,800万円。なお下水道事業や水道事業などの特別会計、企業会計を含めた平成22年度末における市全体の市債残高見込みは、約596億1,485万円となり、市民１人当たり（借金）でみると、約867,700円になります。


　6月議会


本年度一般会計補正予算(9,580万円）、老人保健特別会計補正予算、鯖江市職員の勤務時間、休暇等に関する条例および鯖江市職員の育児休業等に関する条例の一部改正について、みのり保育所改築工事請負契約の締結についてなど9議案を可決。また専決処分6件を承認した。


また、市公平委員会委員の選任に同意、農業農村整備予算の確保を求める請願を採択し市会案意見書の提出を可決、永住外国への地方参政権付与の法制化に反対する意見書を趣旨採択、人権侵害救済法の成立に反対する意見書の提出についてを継続審査、子ども手当ての見直しを認める意見書提出を不採択とした。　　　　　　　　裏へ


この日の本会議は、議会運営委員会で本会議をネット中継「ユ～ストリーム」することで議論に時間かかり、開催時間が予定より1時間半以上遅れて開始になった。





市長提案





議案番号�
件　　　　　　　名�
結　果�
�
�議案第29号�
�平成２２年度鯖江市一般会計補正予算（第１号）�
�可　決�
�
�議案第30号�
�平成２２年度鯖江市老人保健特別会計補正予算（第１号）�
�可　決�
�
�議案第31号�
�鯖江市職員の勤務時間、休暇等に関する条例および鯖江市職員の育児休業等に関する条例の一部改正について�
�可　決�
�
�議案第32号�
�鯖江市職員団体のための職員の行為の制限の特例に関する条例の一部改正について�
�可　決�
�
�議案第33号�
�鯖江市乳幼児医療費の助成に関する条例の一部改正について�
�可　決�
�
�議案第34号�
�市道路線の認定および変更について�
�可　決�
�
�議案第35号�
�みのり保育所改築工事(建築工事)請負契約の締結について�
�可　決�
�
�議案第36号�
�環境衛生センター改築工事（第10201号）請負契約の締結について�
�可　決�
�
�議案第37号�
�東工雨水ポンプ場機械設備工事（第10101号）請負契約の締結について�
�可　決�
�
�議案第38号�
�専決処分の承認を求めることについて（平成２１年度鯖江市一般会計補正予算（第８号））�
�承　認�
�
�議案第39号�
�専決処分の承認を求めることについて（平成２１年度鯖江市国民健康保険事業特別会計補正予算（第３号））�
�承　認�
�
�議案第40号�
�専決処分の承認を求めることについて（平成２１年度鯖江市介護保険事業特別会計補正予算（第４号））�
�承　認�
�
�議案第41号�
�専決処分の承認を求めることについて（平成２１年度鯖江市農業集落排水事業特別会計補正予算（第２号））�
�承　認�
�
�議案第42号�
�専決処分の承認を求めることについて（平成２１年度鯖江市下水道事業特別会計補正予算（第３号））�
�承　認�
�
�議案第43号�
�専決処分の承認を求めることについて（鯖江市税条例の一部改正について）�
�承　認�
�
�議案第44号�
�鯖江市公平委員会委員の選任について�
�同　意�
�
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議員提案





番号�
件　　　　　　　名�
結　果�
�
�市会案第２号�
�農業農村整備事業予算の確保を求める意見書について�
�可　決�
�
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請願・陳情





番号�
件　　　　　　　名�
結　果�
�
�請願第1号�
�農業農村整備事業予算の確保を求める意見書の提出について�
�採択�
�
�陳情第3号�
�永住外国人への地方参政権付与の法制化に反対する意見書の提出について�
�趣旨採択�
�
�陳情第4号�
�人権侵害救済法の成立に反対する意見書の提出について�
�継続審査�
�
�陳情第5号�
�子ども手当の見直しを求める意見書の提出について�
�不採択�
�
��
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�可　決�
�
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�
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�可　決�
�
�議案第32号�
�鯖江市職員団体のための職員の行為の制限の特例に関する条例の一部改正について�
�可　決�
�
�議案第33号�
�鯖江市乳幼児医療費の助成に関する条例の一部改正について�
�可　決�
�
�議案第34号�
�市道路線の認定および変更について�
�可　決�
�
�議案第35号�
�みのり保育所改築工事(建築工事)請負契約の締結について�
�可　決�
�
�議案第36号�
�環境衛生センター改築工事（第10201号）請負契約の締結について�
�可　決�
�
�議案第37号�
�東工雨水ポンプ場機械設備工事（第10101号）請負契約の締結について�
�可　決�
�
�議案第38号�
�専決処分の承認を求めることについて（平成２１年度鯖江市一般会計補正予算（第８号））�
�承　認�
�
�議案第39号�
�専決処分の承認を求めることについて（平成２１年度鯖江市国民健康保険事業特別会計補正予算（第３号））�
�承　認�
�
�議案第40号�
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�
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�
�陳情第4号�
�人権侵害救済法の成立に反対する意見書の提出について�
�継続審査�
�
�陳情第5号�
�子ども手当の見直しを求める意見書の提出について�
�不採択�
�
��


議案番号�
件　　　　　　　名�
結　果�
�
�議案第29号�
�平成２２年度鯖江市一般会計補正予算（第１号）�
�可　決�
�
�議案第30号�
�平成２２年度鯖江市老人保健特別会計補正予算（第１号）�
�可　決�
�
�議案第31号�
�鯖江市職員の勤務時間、休暇等に関する条例および鯖江市職員の育児休業等に関する条例の一部改正について�
�可　決�
�
�議案第32号�
�鯖江市職員団体のための職員の行為の制限の特例に関する条例の一部改正について�
�可　決�
�
�議案第33号�
�鯖江市乳幼児医療費の助成に関する条例の一部改正について�
�可　決�
�
�議案第34号�
�市道路線の認定および変更について�
�可　決�
�
�議案第35号�
�みのり保育所改築工事(建築工事)請負契約の締結について�
�可　決�
�
�議案第36号�
�環境衛生センター改築工事（第10201号）請負契約の締結について�
�可　決�
�
�議案第37号�
�東工雨水ポンプ場機械設備工事（第10101号）請負契約の締結について�
�可　決�
�
�議案第38号�
�専決処分の承認を求めることについて（平成２１年度鯖江市一般会計補正予算（第８号））�
�承　認�
�
�議案第39号�
�専決処分の承認を求めることについて（平成２１年度鯖江市国民健康保険事業特別会計補正予算（第３号））�
�承　認�
�
�議案第40号�
�専決処分の承認を求めることについて（平成２１年度鯖江市介護保険事業特別会計補正予算（第４号））�
�承　認�
�
�議案第41号�
�専決処分の承認を求めることについて（平成２１年度鯖江市農業集落排水事業特別会計補正予算（第２号））�
�承　認�
�
�議案第42号�
�専決処分の承認を求めることについて（平成２１年度鯖江市下水道事業特別会計補正予算（第３号））�
�承　認�
�
�議案第43号�
�専決処分の承認を求めることについて（鯖江市税条例の一部改正について）�
�承　認�
�
�議案第44号�
�鯖江市公平委員会委員の選任について�
�同　意�
�



�


議員提案





番号�
件　　　　　　　名�
結　果�
�
�市会案第２号�
�農業農村整備事業予算の確保を求める意見書について�
�可　決�
�



�


請願・陳情





番号�
件　　　　　　　名�
結　果�
�
�請願第1号�
�農業農村整備事業予算の確保を求める意見書の提出について�
�採択�
�
�陳情第3号�
�永住外国人への地方参政権付与の法制化に反対する意見書の提出について�
�趣旨採択�
�
�陳情第4号�
�人権侵害救済法の成立に反対する意見書の提出について�
�継続審査�
�
�陳情第5号�
�子ども手当の見直しを求める意見書の提出について�
�不採択�
�
��


　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　裏面に　　　　　　　　　　　　　　











⑰つつじマラソン大会⑱⑲志鯖同友会視察（青森市、名取市）⑳(特)かわだ夢グリーン総会� eq \o\ac(○,21)�越の郷地球環境会議総会





⑧鯖江市高年大学22年度開校式⑨地場産農畜産物拡大事業⑩市文協50周年⑪かわだ文庫読書推進活動文部科学大臣表彰⑫まなべの館リニュアールオープン記念「西山真一展」⑬県エコグリーンツーリズム協議会総会⑭うるしの里祭り





　市政報告会のご案内


日時：8月5日(木)午後7時30分から


会場：「アイアイさばえ」


内容：さばえの「まちづくり」を話し合いましょう。


　　　腰痛・肩こりにいい、姿勢体操もあります。


ご参加をお待ちしています。








� eq \o\ac(○,30)�エコネット環境井戸端会議｢エコ通勤｣� eq \o\ac(○,31)�図書支援員事業｢読み聞かせ｣等





⑮つつじ祭り・賑わい横丁⑯知事「座布団集会」県文庫連





写真　➀うるしの里いきいき協議会ご膳料理･チーズフォンデュ・やまうにアイス　②JR地下道(通学路)子どもギャラリーちかみち③衆議院議員会館で志鯖同友会勉強会④鯖江市子連ジュニアーリーダー発会式⑤市美展｢狂言塗師｣⑥鯖江なばな祭り＆なばな弁当⑦アートキャンプ２０１０実行委員会





� eq \o\ac(○,22)�婦人福祉協議会50年記念大会� eq \o\ac(○,23)�子ども狂言クラブ発足� eq \o\ac(○,24)�鯖江丹生消防操法大会� eq \o\ac(○,25)�アートキャンプ「農業とアート」地産地消畑作り� eq \o\ac(○,26)�県社会教育委員大会� eq \o\ac(○,27)�越前漆器組合｢掛川の山車｣制作� eq \o\ac(○,28)�市役所ロビー・ギャラリー｢絵手紙｣� eq \o\ac(○,29)�志鯖同友会「道の駅」視察研修








